
〜２種目同時出場時の確認事項について〜

                            むつ市陸上競技協会

                             競技委員会・審判委員会

これまで、本協会の大会では、２種目同時に競技時間が重なって出場する場合、トラック

競技を優先し、フィールド競技は試技の前や後に連続して試技を行わせる等の申し合わせの

もと大会を運営してきました。

しかし、正式な日本陸上競技連盟のルールに従っていないという問題を抱えておりました。

そこで、ルールに従った競技運営を行えるよう、昨シーズンの後半より協議を重ねてまい

りました。

その結果、今シーズンより、日本陸上競技連盟のルール通りの大会を運営していくことが

決定いたしました。

これまでと変わることがありますので、各参加団体・観客の皆さま・競技役員各位におか

れましては、以下の要件についてご確認の上、今シーズンの大会に臨んでいただきますよう

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

2015/ルールブックから                 2015/ハンドブックから

第 142 条  申し込みから抜粋       フィールド競技 P301,P302 から抜粋



＜フィールド競技とフィールド競技同時申し込みの場合＞

ルールの通り、１ラウンドの中で試技順によらずに試技を行うことができる。

よって各競技審判員に招集の時点で掛け持ちしていることを申告して、審判員と協議の上

競技を行き来する。よって試技順の配慮は行うが、試技に間に合わない場合は、パス扱いと

なる。

競技役員は各ラウンドの最後に所在を確認をすることとし、その時に返事がなければ次の

ラウンドに進むこととする。

※ ラウンドとは、走幅跳・三段跳・投擲競技の１回の跳躍・投擲、また、走高跳・棒高

跳においては、１つの高さに与えられた３回の試技のうち１回のことをいう。

高さの競技に関する「パス」に関する確認事項。

①走高跳、棒高跳のパスとは、「高さのパス」という意味である。

1m40
→

1m40 1m45

- -

  ②他の種目から、３回目のラウンドに間に合ってピットに帰ってきた場合

1m40
→

1m40
もしくは

1m40
その場合→

1m40 成功で 1m45 へ

復帰 -
試技
選択 ╳ ╳ 失敗で終了

＜トラック競技とフィールド競技同時申し込みの場合＞

確認事項１

トラックが優先される事項は、競技スタート時刻であること。

よって、トラック競技とフィールド競技が重なった場合は、選手本人が

① トラック種目の招集開始時刻前に招集場所に行き、ナンバーカードを確認してもらい、

同時に競技を行うことを招集係に申告する。

② 招集時刻に間に合わない場合は、代理人が来ることを申告する。

                         上記の作業を行って下さい。

最初の試技をパスするということは、1m40をパスするということになる。よって次の試技は 1m45となる。

1m40 競技中、２回目まで競技が進み、３回目に間に合ってピットに復帰。本人の意思で次の二つの選択ができる。

①のように 1m40 をパスして、次の 1m45 から競技再開。

②1m40 の３回目の試技を選択した場合は１，２回目の試技は無効試技となる。

※2回目でも同様。



確認事項２

確認事項１終了後

① フィールド競技場所に行き、競技を進める。同時にトラック招集場所には代理人を行

かせる。

② 短距離の場合スタート２組前を目安に、本人がフィールド審判員にトラック競技への

移動を申告し、その場を離れる。フィールド審判員も試技順を考慮して、試技を進め

る。

③ トラック種目が終了後、速やかにフィールド競技に復帰する。その時点でラウンドが

進んでいた場合は、パス扱いとなる（高さの競技の場合は前述の通り）。

④ リレー競技に関しては、招集場所に最低１名はいること。スタート地点には各自が速

やかに移動すること。

⑤ トラック競技のスタート時刻に間に合わない場合は、棄権となる。

以上の通り、大会を進めます。

各チームは、選手への周知をお願いします。

審判員は、各自もう一度、自分の役割の中で、変更点を確認して下さい。

観戦する皆さまにおかれましては、「3 回試技をしていない」「ピットに行ったら終わってい

た。おかしい。」といった状況にならないようご理解とご協力をよろしくお願いいたします。


